
社会資本総合整備計画　事後評価シート

防災・安全整備計画

平成３１年  ３月

佐賀県　嬉野市



平成 ３１年 ３ 月  日

9' 集約と連携による新しい嬉野市の構築（防災・安全）

平成24年度　～　平成28年度　（5年間） 佐賀県嬉野市

「集約と連携による新しい嬉野市の構築」をテーマに、本市が持つ各地域・拠点の個性を発揮しその拠点性を高めるとともに、それらが連携・交流することで生まれる新しい賑わいや活力など、合併後の新しい嬉野
市の構築を目指す。
〇集約型の都市構造の構築、地域コミュニティの維持の視点のもと、地域の個性や魅力の創出に向けた拠点づくりを目指す。
〇佐賀県南部の交流拠点、高度医療の中核都市として、また安全な都市づくりとして市内外の道路・交通環境の向上や人と人との交流づくりなど、新しい嬉野市の創出に向けた連携・交流基盤の創出を目指す。
〇将来予定されている九州新幹線西九州ルートの開通を起爆剤として、駅周辺の社会基盤整備の推進や人による賑わいの創出など、継続的なハード・ソフトの取組の推進によるもてなし基盤の形成を目指す。
〇地区拠点を高める事で集約型の都市づくりを進め、加えて生活を支える基盤整備や防災環境を形成することで、安全・安心、そしてうるおいとゆとりある生活環境（定住）の創出を目指す。

・「主な交流施設の利用者数」を0人（H22）から50,000人（H28）へ増加
・市民アンケート調査による「道路・交通環境の満足度」を2.89ポイント（H21）から3.06ポイント（H28）へ増加
・下水道処理人口普及率を19.7％（H22）から22.0％（H28）へ増加
・嬉野地区、塩田地区で活動する「まちづくり組織の団体数（新規）」を0団体（H22）から3団体（H28）へ増加
・市民アンケート調査による「暮らしやすさの満足度」を3.00ポイント（H21）から3.11ポイント（H28）へ増加
・橋梁長寿命化修繕計画による予防的保全を計画的に実施し、安全性が確保された橋梁数（補修対策済）の修繕計画対象橋梁数に対する割合を0.00％（H24）から100.0％（H28）へ増加
・市道の防災対策として市道法面の予防的保全を計画的に実施し、保全した市道の調査対象路線に対する割合を0.00％（H24）から92.1％（H28）へ増加

（H22当初） （H26末） （H28末）

0 人 50,000 人 45,000 人

2.89 ポイント 2.97 ポイント 3.06 ポイント

19.7 ％ 22.0 ％ 22.0 ％

0 団体 2 団体 3 団体

3.00 ポイント 3.05 ポイント 3.11 ポイント

橋梁長寿命化修繕計画による橋梁数に対する修繕実施済橋梁数
（修繕実施橋梁数（橋）／橋梁長寿命化修繕計画による対象橋梁数）×100 0 ％ 63.6 ％ 100.0 ％

法面保全路線の対策延長に対する保全実施延長

（保全実施延長（法面）／法面保全対策路線延長）×100 0 ％ 47.5 ％ 92.1 ％

事　後　評　価　（中　間　評　価）

○事後評価（中間評価）の実施体制、実施時期

１．交付対象事業の進捗状況

Ａ1　基幹事業（道路）

番号 事業 地域 交付 直接 道路 事業内容 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 種別 （延長・面積等） H24 H25 H26 H27 H28

A1-9 橋梁 一般 嬉野市 直接 嬉野市 市道 修繕 橋梁補修　L=0.24km（11橋） 嬉野市 300.0

A1-5 道路 一般 嬉野市 直接 嬉野市 市道 修繕 Ｌ＝240ｍ 嬉野市 89.6

A1-6 道路 一般 嬉野市 直接 嬉野市 市道 修繕 Ｌ＝180ｍ 嬉野市 64.9

A1-10 道路 一般 嬉野市 直接 嬉野市 市道 修繕 Ｌ＝85ｍ 嬉野市 62.6

A1-11 道路 一般 嬉野市 直接 嬉野市 市道 交安 市道北下久間塩吹線 Ｌ＝40ｍ 嬉野市 26.6

A1-12 道路 一般 嬉野市 直接 嬉野市 市道 修繕 橋梁定期点検 橋梁定期点検 嬉野市 85.0

A1-13 道路 一般 嬉野市 直接 嬉野市 市道 修繕 道路防災調査 道路防災調査 嬉野市 2.0

A1-14 道路 一般 嬉野市 直接 嬉野市 市道 修繕 道路附属物調査 道路附属物調査 嬉野市 2.0

A1-15 道路 一般 嬉野市 直接 嬉野市 市道 修繕 路面性状調査 路面性状調査 嬉野市 2.0

A1-16 道路 一般 嬉野市 直接 嬉野市 市道 修繕 Ｌ＝83ｍ 嬉野市 24.0

小計（道路事業） 658.7

防災・安全整備計画
計画の名称

計画の期間 交付対象
計画の目標

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
当初現況値 中間目標値 最終目標値

本市が実施している市民アンケート調査による「暮らしやすさ」に対する満足度評価指数

事後評価（中間評価）の実施体制 事後評価（中間評価）の実施時期

Ａ Ｂ Ｃ

公表の方法

交付対象事業

要素となる事業名

（事業箇所）

橋梁補修整備事業

全体事業費
（百万円）市町村名

市道諸津線

市道今寺落合線

市道万才堤ノ上線

市道五代長谷線

事業者
省略
工種

備考

3.0百万円

温泉文化交流拠点（嬉野地区：「観光文化交流センター」）、歴史文化交流拠点（塩田地区：「社会文化会館」）にある「交流施
設」の利用者数

本市が実施している市民アンケート調査による「道路・交通環境」に対する満足度評価指数

下水道処理人口普及率（下水道を利用できる人口（人）／総人口（人））

空き店舗対策、景観ガイドラインをはじめ、本計画の推進や嬉野市の新たな賑わい創出に向けて活動する「まちづくり組織」の団体
数

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ+Ｄ）
661.7百万円 Ｄ 0百万円

効果促進事業費の割合

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）
0.4%658.7百万円 0百万円



Ａ2　基幹事業（下水道）
事業 地域 交付 直接 港湾 事業内容 事業実施期間（年度） 備考
種別 種別 対象 間接 種別 （延長・面積等） H24 H25 H26 H27 H28

小計（下水道）

合計

Ｂ　関連社会資本整備事業
事業 地域 交付 直接 事業内容 備考
種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H24 H25 H26 H27 H28

合計
Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H24 H25 H26 H27 H28

C1-5 道路 一般 嬉野市 直接 嬉野市 250橋 0.0

C1-6 道路 一般 嬉野市 直接 嬉野市 道路防災調査（法面・盛土・擁壁等） 1.0

C1-7 道路 一般 嬉野市 直接 嬉野市 1.0

C1-8 道路 一般 嬉野市 直接 嬉野市 L=60km 1.0

合計 3.0

番号 備考

C1-5

C1-6

C1-7

C1-8

Ｄ　社会資本整備円滑化地籍整備事業
事業 地域 交付 直接 事業内容 備考
種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H24 H25 H26 H27 H28

合計

番号 備考

事業実施期間（年度） 全体事業費
（百万円）

嬉野市

一体的に実施することにより期待される効果

等計画の効果を向上させることを目的として、法面・盛土・擁壁等の調査を行う。

等計画の効果を向上させることを目的として、道路付属物調査（標識・照明施設等）を行う。

等計画の効果を向上させることを目的として、舗装の路面性状調査を行う。

工種
省略

省略

工種

道路防災調査

嬉野市

嬉野市

等計画の効果を向上させることを目的として、橋梁長寿命化修繕計画に基づき橋梁定期点検を行う。

道路付属物調査 道路付属物調査（標識・照明施設等）

路面性状調査

嬉野市

番号

番号

番号

事業者

事業者

事業者

省略
工種

全体事業費
（百万円）

全体事業費
（百万円）

全体事業費
（百万円）

市町村名

要素となる事業名
（事業個所）

市町村名

要素となる事業名
（事業個所）

市町村名

事業実施期間（年度）

要素となる事業名
（事業個所）

番号 事業者
省略 要素となる事業名

（事業個所）工種

一体的に実施することにより期待される効果

市町村名

橋梁定期点検



２．事業効果の発現状況、目標値の達成状況

Ⅰ定量的指標に関連する ・老朽化の進む橋梁の長寿命化修繕により、住民や観光客の通行の安全性が向上した。
　　　交付対象事業の効果の発現状況 ・市道の法面保全を行うことにより、防災対策が向上し、住民や観光客の通行の安全性が向上した。

最終目標値 45,000 人／年

Ⅱ定量的指標の達成状況 目標値と実績値

に差が出た要因

最終実績値 48,617 人／年

最終目標値 3.06 ポイント

目標値と実績値

に差が出た要因

最終実績値 2.87 ポイント

最終目標値 22.0 ％

目標値と実績値

に差が出た要因

最終実績値 23.4 ％

最終目標値 3 団体

目標値と実績値

に差が出た要因

最終実績値 3 団体

最終目標値 3.11 ポイント

目標値と実績値

に差が出た要因

最終実績値 2.99 ポイント

社会文化会館（リバティ）における市民の多様な活動や様々なにぎわいが生まれる拠点の創出が進んだ。ま
た、うれしの茶観光交流館（チャオシル）が活用され、観光拠点としての機能が発揮された。

身近な公園の整備、各地域の拠点施設の整備、拠点を結ぶ道路整備、下水道の整備等により、暮らしやすさ
に関する満足度が一定程度維持されているが、目標とする満足度には至っていないと考えられる。
なお、社会資本総合整備において、各種整備を進めているが、短期での目標の達成見込みは困難と考えられ
る。

指標②本市が実
施している市民
アンケート調査
による「道路・
交通環境」に対
する満足度評価
指数

指標③下水道処
理人口普及率
（下水道を利用
できる人口
（人）／総人口
（人））

指標④空き店舗
対策、景観ガイ
ドラインをはじ
め、本計画の推
進や嬉野市の新
たな賑わい創出
に向けて活動す
る「まちづくり
組織」の団体数

指標⑤本市が実
施している市民
アンケート調査
による「暮らし
やすさ」に対す
る満足度評価指
数

各種道路事業の実施により、拠点地区へのアクセス性の改善、狭隘道路や老朽化した道路の改良が進み、車
等の円滑な交通環境が確保されている。しかし、改善要望のある路線数に対する整備は、部分的なものであ
ることから、目標とする満足度には至っていないと考えられる。

各種下水道事業の実施により下水道処理人口普及率が着実に増加した結果、目標値を上回った。

住民・関係者との協働によるまちづくりが進み、組織立ち上げの機運が高まり、まちづくり組織が結成され
た。その結果、目標を達成した。

指標①温泉文化
交流拠点（嬉野
地区：「観光文
化交流セン
ター」）、歴史
文化交流拠点
（塩田地区：
「社会文化会
館」）にある
「交流施設」の
利用者数



Ⅱ定量的指標の達成状況 最終目標値 100 ％

目標値と実績値

に差が出た要因

最終実績値 100 ％

最終目標値 92.1 ％

目標値と実績値

に差が出た要因

最終実績値 100 ％

Ⅲ定量的指標以外の交付対象事業の効果の発現状況 ・橋梁点検や道路防災点検を行うことで、橋梁や道路の老朽化の状況を把握することができた。
（必要に応じて記述）

３．特記事項（今後の方針等）

－

法面保全対策路線延長550ｍに対して橋法面保全路線の対策延長に対する保全実施延長（保全実施延長（法
面）550ｍであり、目標値を超えて法面保全対策が進んだ。

・並行して実施されている社会資本総合整備計画や都市再生整備計画による整備を進め、生活を支える基盤整備や防災環境を形成することで、市民の道路・交通環境や暮らしやすさの満足度を向上させる。
・温泉文化交流拠点（嬉野地区：「観光文化交流センター」）や、歴史文化交流拠点（塩田地区：「社会文化会館」）の利用促進を進め、「交流施設」の利用者数を増加させる。
・下水道の整備を進め、下水道処理人口普及率の向上に努める。
・嬉野市の新たな賑わい創出に向けて活動する「まちづくり組織」を発展させる。

指標⑥橋梁長寿
命化修繕計画に
よる橋梁数に対
する修繕実施済
橋梁数（修繕実
施橋梁数（橋）
／橋梁長寿命化
修繕計画による
対象橋梁数）×
100

指標⑦橋法面保
全路線の対策延
長に対する保全
実施延長（保全
実施延長（法
面）／法面保全
対策路線延長）
×100



（参考様式３）　　（参考図面）市街地整備

計画の名称 9' 集約と連携による新しい嬉野市の構築（防災・安全）

計画の期間 平成24年度　～　平成28年度　（5年間） 佐賀県嬉野市交付対象


